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っている（図２） 。これら近隣諸国での縫製業の発展はその賃金水準の低さに負うところが大きい。作業の機械化が困難で人手を多く要する縫製業 は、労働者の賃金の低さが競争力を大きく左右する。それゆえ、タイ 縫製業 国際市場で生き残るには、より付加価値の高い製品 生産へ比重を移すといった高度化が求められる。しかし、タイの縫 製品の輸出単価は伸びてはおらず、高度化という点でも停滞しているようにみえ 。●縫製業の高度化　
ここで個々の産業や企業におけ
る高度化とは何を指すのかについて整理しておきたい。 とは、獲得できる付加価値を増大させるような産業全体としての変化、あるいは個々の企業の事業の変化を指すといえる。そして既存の研究
は、高度化を「生産面」 「製品面」そして「機能面」の三側面に大別している。生産面での高度化とは、生産工程ないしは 技術の改善による生産効率や品質の向上で表される。製品の付加価値を高めることが製品 での である。機能面の高度化は、ひとつの産業を製品 企画から小売り段階に至る間に組み込ま た多数の機能の連なりと見立て、より高い付加価値の得られる を担うようになることを指す。　
縫製業の場合、とくに機能面で





















られるようになった時期に広がってきたのは、移民労働者、とくにミャンマー人労働者の雇用である。タイの縫製企業がミャンマー人を雇用するようになったのは、一九九〇年代の前半のことと考えられている（参考文献①） 。もともと縫製工場はバンコクやその郊外に集積し たが、ミャンマー人労働力を活用するべく、多くの工場がミャンマー国境のメーソットにも設立されるようになった。その結果、メーソットの縫製工場のワーカーはミャンマー人で占められているとみられる。さらにこんにちでは、バンコクとその周辺 工場でも多くのミャンマ 人が働くようになっ 。　
ミャンマー人を雇用する最大の





































































の周辺に工場をもつ縫製企業 ついていえば、低賃金では く「人手不足」がミャンマ 人を雇う直接的な理由となっている。筆者が面会した縫製企業の幹部曰く、タイ人労働者が集まら いのでミャンマー人労働者を雇わざるを得ないのだという。そして確かに、これらの企業ではミャンマー人もタイ人も職種が同じであれば賃金は同じであり、一日三〇〇バーツかそれ以上の額が支払われている。ただし、こうした工場にお ても、仮にミャンマー を雇うことがきずタイ人だけで十分な人数を確保しなければならなくな ば ある程度の賃上げを行う必要に迫られるであろう。し がって、ミャンマー人を雇用することで賃金を低く抑え ことができているととらえることもできる。
●移民労働者と縫製業の高度化　
タイの縫製工場で働くミャンマ
ー人がどれくらいいるのか、確かな規模はわからないが、縫製業協会幹部の話では大部分の工場がミャンマー人を雇用していると うことであり、ミャンマー人 しには現在のタイの縫製業は成り立たない状況にあると考えられる。しかし、ミャンマー人への依存 縫製業の高度化に ってど ような意味を持つのであろうか。　
ミャンマー人に限らず、未熟練
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